
１１月４日は、いい推しの日です。 

好きなこと・ものを楽しもう！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

『令和ブルガリアヨーグルト』 宮木 あや子/著  

KADOKAWA （一般） F6/ミ 

 

『推し、燃ゆ』 宇佐見 りん/著 河出書房新社 （一般） F6/ウ 

 

『舞台追っかけ女子 推しが元気でごはんがおいしい』 

         

 

『おかあさんの扉 13』 伊藤 理佐/著 

           オレンジページ （一般） CE/599/イ/13 

 

 
 

『世界の探知犬図鑑』 ｢探知犬図鑑｣編集委員会/編     

文研出版 （児童） 645/セ 

 

『犬ずもう』最勝寺 朋子/著   

めくるむ （児童） E/サ 

 

『ぼくは犬や』ペク ヒナ/作 長谷川 義史/訳 
         ブロンズ新社 （児童） E/ぺ 

 

『シバ犬のチャイ』あおき ひろえ/文  

長谷川 義史/絵 BL出版 （児童）  E/ハ 
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下関市立菊川図書館  

〒750-0317 下関市菊川町下岡枝１９３－8 

TEL ：083-287-0102  FAX：083-287-0202 

 

川 
 

  

11 月号 

  

だ 
 

●今月の特集のテーマは・･･ 

2024 年 11 月発行 

 

 

●開館時間  

９：３０～１８：３０ 

よ 
 

 

り 
 

２３日＝菊川読書の日 

 

 
館 
 

３０日＝雑誌リサイクル 

9：30～なくなり次第終了 

 

 

畑ケ中 あいこ/著 双葉社 （一般） X/726.1/ハ 

書 
 

図 
 

★11月の図書館カレンダー 

  

『なないろどうわ』  
真珠 まりこ/作 
アリス館 E/シ 

   

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

 

  

『きいろいばけつ』 
もりやま みやこ/作 
つちだ よしはる/絵 
あかね書房 913/モ 

   

オススメの児童書 テーマ“色” 
11月 16日はいい色の日です。 

   

＝休館日 

 

２日＝おはなしのじかん 

 14：00～14：30  

11月 1日は“犬の日”「やっぱり犬が好き！」 

『らいおんみどりの日ようび』  
中川 李枝子/さく 
山脇 百合子/え 
福音館書店 913/ナ 



    

 

 

      
『さやかの寿司』 森沢 明夫/著 角川春樹事務所 

 （一般） F6/モ 

22 才の“まひろ”は、母の納骨を終えた後、幼い頃に 

一度だけ行ったことがある寿司屋に足を運ぶ。その店

は、静かな海辺の町の商店街にあり、入ってみたもの

のちょうどランチ営業が終わった時だった。落胆し店

を出ようとするまひろに、店の奥から声がかかり…。 

『地図で読み解く日本の新幹線』  

川島 令三/監修，造事務所/編著 カンゼン 

 （一般） 686.21/チ 

1964 年（昭和 39 年）開業から 60 周年を迎えた新幹線。 

そんな新幹線を総延長距離など「数字」で読み解き、 

「路線」「駅」の不思議や秘密、「歴史」について地図を 

用いながらそれぞれパートごとにわかりやすく解説。 

『たべられちゃうの?めんどりさん』 リチャード･ウェアリング/作 
キャロライン･ジェイン･チャーチ/絵，まえざわ あきえ/訳  

ひさかたチャイルド （児童） E/チ 

    とあるのうじょうになんでもよく食べるめんどりが 

いました。めんどりはどんどん大きくなっていきます。 

一方で、それを食べてやろうとねらっているキツネがい

て…。さて、一体最後はどうなる！？ 

 

   

『お金のデザインと歴史』 貨幣博物館カレンシア/監修 

  岩崎書店 （児童） ３３７/オ 

        キャッシュレス化が進んでいる今、お金にどうい

った役割があるのか、改めて考えてみませんか。

今年 7 月から発行された新紙幣のことはもちろ

ん、お金の歴史、世界のお金のデザインも紹介。 

 

こちらの記事では、「田部座」について紹介しています。田部

座は室町時代以前からあったと古代書で伝えられ、江戸時代に

は「操り人形劇」で名声を上げ、その後時代が移ろうと共に「歌

舞伎」を大成しました。上方から歌舞伎の頭領や俳優、役者が

集まり、幕末から明治にかけて各地を巡業し、「三都を除いて

地方に類なき歌舞伎」と称賛されるほどまでになりました。 

また、神事としての「神代神楽」の作法を特に大事に守ってい

たため、祭りの際には舞台に上がっていたのかもしれません。 

11 月は秋祭りのシーズンです。お祭りのお囃子を聞きながら、

地域の文化に思いを馳せてみるのもいいかもしれませんね。 

着 

貸出中の場合は、予約をご利用ください。予約のお申込は、 

窓口や電話、図書館のホームページからも出来ます。 

 

菊川にまつわる“き・く・が・わ・あ・れ・こ・れ” 

郷土資料『広報きくがわ縮刷版①』には、かつて発行されて 

いた“広報きくがわ”の昭和 30 年の創刊号から昭和 60 年の 

第 238 号までが掲載されています。 

今回は、昭和 53 年 11 月 1 日 NO.153 の記事をピックアップしました。 

図 

小日本探訪（４） 劇団「田部座」 

書 新 


